
「えみまる」採種栽培技術の向上
～早期異常出穂抑制技術の確立による種子の安定生産～

１ 活動の背景

【中空知支所：地域第二係】

7月上旬に早期異常出穂した
穂(左下)と正常な穂(右上)

自動換気装置

江部乙町水稲採種組合における
「えみまる」採種面積の推移

あついから早く穂
がついちゃった💦

収量や品質
が落ちちゃ
うなあ､､､

育苗管理の方法
から見直さないと！

対象：江部乙町水稲採種組合（15戸）

急増

移植時苗形質の確保を！

・早期異常出穂の抑制

・収量680㎏/10a

→種子の安定生産

活動目標

早期異常出穂は育苗期間
の高温が原因

草丈 10～13㎝

目標葉数

ななつぼし

（異常出穂リスク：高）

3.6～4.0葉以内

管理
2.5葉期以降は

25℃以上としない

育苗日数 中生品種は30～35日

移植時

苗形質

育苗管理

の留意点

２ 活動の経過

①育苗日数の短縮

・概 要

☞ 育苗日数：慣行区28日、

短縮区24日

・ねらい

☞ 育苗期間高温に当てない

は種作業の様子

③講習会、現地巡回など
の情報提供

育苗講習会の様子

試験場との現地巡回の様子

近年、直播用品種「えみまる」の種子の需要が増えている

②育苗の適切な温度管理

・概 要

☞ 試験区のハウス内温度を
慣行区より２～３℃低くな
るように設定

・ねらい

☞ 育苗期間高温に当てない

ななつぼしはあるが、
「えみまる」の管理
基準はない

課題番号25



○育苗日数を短縮するための作業スケジュールの検討が必要
○「えみまる」種子生産技術の向上を支援し、成果を地域に波及させる

慣行区 試験区

▶ハウス内温度を低く設定 ➡草丈が低く抑えられ適正な苗質に

▶両区とも早期異常出穂の発生はわずかだった

草丈 葉数
（ｃｍ）（枚）

試験区 13 4.3
慣行区 15 4.3

区分

育苗ハウス内温度の推移
早期異常出穂株率

(7/9　50株調べ×2)

試験区 2%
慣行区 3%

区分

慣行よりも
低い 慣行区……

試験区――

早期異常出穂発生調査結果 (7/9 50株調べ×2)

▶育苗日数の短縮 ➡早期異常出穂抑制 ➡穂数の増加 ➡収量向上

1穂籾

数

㎡穂数 総籾数 収量(kg/10a)

(粒) (本) (粒/㎡) 精籾重

短縮区 61.6 586 36,069 910

慣行区 63.9 520 33,202 847

区分
減

(本)

収量構成要素、収量調査

（早期異常出穂抑制技術の導入 現況０戸→目標２戸→実績２戸）

３ 成果の具体的内容

①育苗日数の短縮

②育苗の適切な温度管理

４ 今後の課題と対応

③講習会の開催（15戸参加）

採種組合試験報告会の様子

育苗日数の短縮で早期異常出穂を抑えられること
が分かった。ただ、育苗日数20日は根巻きが不安
で植付け精度が落ちそう､､､。

短縮した場合、移植までの間に肥料振りや代かき
などの作業をどれだけこなせるかが課題かな。

農業者の声


